
令和６年度 自己評価および学校関係者評価書 

令和７年２月２７日  
函館市立本通小学校  

１ 本年度の重点教育目標 

心優しい 本通の子 

２ 本年度の取組の重点 

⑴ 学習指導要領の趣旨を具現化する特色ある教育課程の編成・実施 

⑵ ＧＩＧＡスクール構想による教育の質の向上 

⑶ すべての子どもの学力保障 

⑷ 地域とともにある学校づくり 

３ 自己評価結果に対する学校関係者評価 

分 野 評価項目 

自己評価結果 学校関係者評価 

達成 

状況 
改善の方策 

自己評
価の適
切さ 

改善の
方策の
評価 

主な意見（改善策など） 

⑴学習指導要

領の趣旨を具

現化する特色

ある教育課程

の編成・実施 

学習指導要領に基

づくとともに本校

の特色ある教育課

程の編成・実施 

a 

重点教育目標「心優しい 本通

の子」の実現に向け，学習指導

要領に基づき教科等横断的な

視点で教育課程を見直し，時数

配当の重点化を図る。 

Ａ Ｂ 

・外部講師と連携した授業が各学

年それぞれに行われている。取組

は今後も続けていってほしい。 

 

「主体的・対話的

で深い学び」の実

現に向けた授業改

善 

b 

授業改善に焦点を当てた校内

研修を推進し，目標設定と振り

返りを軸にした見通しをもっ

て進める授業の充実を図り，子

どもの主体性を伸ばす。 

Ａ Ａ 

・先生から児童への一方向の授業

から，児童同士のグループディス

カッションがあるといい。自分の

考えを積極的に発言する機会を授

業に盛り込んでほしい。 

⑵ＧＩＧＡス

クール構想に

よる教育の質

の向上 

 

一人一台端末等Ｉ

ＣＴ機器の積極的

活用による「分か

る授業」の推進 

a 

ICT 活用のコアチーム「ICT プ

ロジェクトチーム」を機能さ

せ，校内での活用を加速させる

とともに，個別最適な学びと協

働的な学びのさらなる充実を

目指す。 

Ａ Ａ 

・ＩＣＴ機器の操作が低学年でも

確実に身に付いている。速さも素

晴らしい。 

・端末を駆使して学びを深めてい

たが，それが参観を重ねるたびに

進化していると実感した。また，

端末を使用しながらも，ノートに

鉛筆でまとめる様子にほっとし

た。 

⑶すべての

子どもの学

力保障 

基礎・基本の定着，

児童理解に基づいた

指導内容の精選と指

導過程の工夫 
a 

支持的風土の醸成された学級

経営や授業を土台に，教師と児

童の信頼関係を築き所属感を

高め，自己理解を深めるための

問いや授業過程の工夫改善を

進める。 

Ａ Ａ 

・児童（各学年）の積極的学習態

度が見られる。 

・教師と児童の信頼関係つながり

がよい。児童も伸び伸びと生活

し，学習に参加している。 

特別支援教育の充

実と不登校対策 

 

 
b 

特別支援委員会や子ども支援

委員会等の特別委員会を適宜

開催し，学びが困難な児童への

支援の充実を図る。SSルームの

活用や SC の効果的な活用を図

る。 

Ａ Ｂ 

・多様なお子さんが少なくない現

状の中で先生方は一生懸命頑張っ

ていらっしゃる様子がよくわかっ

た。 

・引き続き個別の厚い支援をお願

いしたい。 

⑷地域とと

もにある学

校づくり 

 

ＣＳの推進と，保

護者・地域との連

携 

 

b 

地域学校協働活動やＰＴＡ活

動の在り方等を模索しながら，

人材を掘り起こし，本校ならで

はの特色ある活動を推進する。 

Ａ Ｂ 

・ＣＳコーディネーターの有無に

よらず外部講師の講話等をＣＳと

関連付けてはどうか。 

・ＰＴＡ・町会等が協働したＣＳ

事業の展開が望まれる。 

 ■ 自己評価達成状況                   ■ 自己評価の適切さ及び改善の方策の適切さにかかる評価 

ａ ほぼ達成できた （８割以上）  

 

Ａ 自己評価及び改善策は適切であり，取組を進めるべきである。 

ｂ 概ね達成できた （６割以上） Ｂ 自己評価及び改善策は適切であるが，若干の修正は必要である。 

ｃ 十分ではない  （４割以上） Ｃ 自己評価及び改善策の方向性はよいが，若干の修正が必要である。 

ｄ 達成できなかった（４割未満） Ｄ 自己評価及び改善策を再度検討する必要がある。 

 


